
菅
内
閣
は
福
島
第
一
原

発
事
故
で
発
生
し
た
Ａ
Ｌ

Ｐ
Ｓ
処
理
水
を
福
島
県
沖

へ
海
洋
放
出
す
る
「
多
核
種

除
去
設
備
等
処
理
水
の
処

分
に
関
す
る
基
本
方
針
」
を

正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

重
ね
て
被
害
を
押
し

つ
け
る
も
の

海
洋
資
源
を
生
活
の
糧

と
す
る
漁
業
者
な
ど
が
反

対
す
る
も
と
で
、
福
島
の
復

興
を
口
実
に
し
た
こ
の
決

定
は
、
福
島
県
民
に
重
ね
て

被
害
を
押
し
つ
け
る
も
の

で
あ
り
、
絶
対
に
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
私
た
ち
は
、
海
洋
放

出
の
基
本
方
針
を
た
だ
ち

に
撤
回
し
、
本
県
も
含
む
全

国
の
漁
業
者
や
風
評
被
害

を
懸
念
す
る
す
べ
て
の
国

民
の
声
を
踏
ま
え
、
地
上
保

管
を
継
続
し
、
ト
リ
チ
ウ
ム

を
は
じ
め
と
す
る
放
射
性

物
質
の
除
去
に
国
内
外
の

英
知
を
結
集
し
安
全
な
処

理
方
法
を
確
立
す
る
よ
う

強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
七

割
は
浄
化
不
十
分

風
評
被
害
や
海
洋
汚
染

を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に

は
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海

洋
放
出
は
撤
回
す
る
以
外

に
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
ン
ク
内

の
汚
染
水
の
約
七
割
は
浄

化
が
不
十
分
で
、
ト
リ
チ
ウ

ム
以
外
の
放
射
性
物
質
も

排
出
基
準
を
超
え
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
汚
染
水
が
発
生
し
続
け
、
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菅
義
偉
内
閣
は
四
月
一
三
日
、
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
で
発

生
し
た
敷
地
内
タ
ン
ク
貯
留
の
放
射
能
汚
染
水
を
海
洋
投
棄
す

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
岸
宏
全
漁
連
会
長
は
「
漁
業

関
係
者
と
の
約
束
を
覆
し
た
決
定
に
抗
議
す
る
。
海
洋
放
出
反
対

の
立
場
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
ら
な
い
」
と
の
声
明
を
発
表
し
ま
し

た
。
ま
た
野
党
の
立
憲
民
主
党
枝
野
幸
男
代
表
や
共
産
党
志
位
和

夫
委
員
長
が
「
断
固
反
対
」
を
明
ら
か
に
し
、
国
民
的
な
反
対
運

動
が
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
岩
手
県
議
会
や
、
宮
古
市
、

久
慈
市
、
陸
前
高
田
市
な
ど
市
町
村
議
会
に
お
い
て
も
、
決
定
撤

回
や
安
全
な
処
理
・
保
管
に
つ
い
て
「
意
見
書
」
の
採
択
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
堅
牢
な
巨
大
貯
水
タ
ン
ク
建
設
な
ど
海
洋
投
棄
を

急
が
な
く
と
も
対
処
の
方
法
が
多
様
に
あ
る
の
に
、
危
険
な
方
法

を
選
ぼ
う
と
す
る
政
府
方
針
を
絶
対
に
撤
回
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

海
洋
放
出
に
反
対
す
る
岩
手
県
内
の
市
民
団
体
は
六
月
二
八

日
、
岩
手
県
議
会
へ
請
願
書
を
提
出
し
政
府
へ
の
意
見
書
の
提

出
を
求
め
ま
し
た
。
請
願
は
総
務
委
員
会
へ
付
託
さ
れ
六
月
議

会
で
は
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

岩
手
県
議
会
は
四
月
一
五
日
に
全
国
に
先
駆
け
て
海
洋
放
出

に
つ
い
て
「
十
分
な
説
明
と
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
」

を
採
択
し
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
請
願
は
「
海
洋
放

出
政
府
案
の
撤
回
」
を
求
め
る
内
容
で
す
。

（
＊
要
約
・
小
見
出
し
は
当
会
編
集
部
に
よ
り
ま
す
）

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会
長
声
明
（
要
旨
）

全
漁
連
の
海
洋
放
出
反
対
の
立
場

は
い
さ
さ
か
も
変
わ
ら
な
い
。
内
閣

の
放
出
方
針
決
定
に
断
固
抗
議
す

る
。

国
は
関
係
者
の
理
解
な
し
の

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
行

わ
な
い
と
回
答
し
て
い
た
。
何
故
関

係
す
る
漁
業
者
の
理
解
を
得
る
こ
と

な
く
こ
の
回
答
を
覆
し
た
の
か
、
福

島
県
の
み
な
ら
ず
全
国
の
漁
業
者
の

思
い
を
踏
み
に
じ
る
行
為
で
あ
る
。

次
の
事
項
へ
の
対
応
を
求
め
る
。

１
、
漁
業
者
・
国
民
へ
の
説
明
。

２
、
風
評
被
害
へ
の
対
応

３
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
安
全
性
担
保

４
、
漁
業
者
の
経
営
継
続

５
、
継
続
保
管
等
の
継
続
的
検
討
。

四
月
一
三
日

全
国
漁
業
組
合
連
合
会

会
長

岸

宏



放
射
性
物
質
を
含
む
処
理

水
の
放
出
が
続
く
こ
と
は

風
評
被
害
が
ど
こ
ま
で
も

続
く
こ
と
と
懸
念
さ
れ
ま

す
。
「
分
離
技
術
に
注
視
し

て
い
く
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

確
実
な
ト
リ
チ
ウ
ム
分
離

技
術
へ
の
支
援
を
行
う
べ

き
で
す
。

二
四
ヶ
国
の
三
一
一
団

体
が
反
対
表
明

韓
国
や
中
国
の
両
政
府

か
ら
の
懸
念
を
は
じ
め
、
韓

国
・
英
国
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど

世
界
二
四
ヶ
国
の
三
一
一

団
体
が
海
洋
放
出
反
対
の

意
思
を
表
明
し
た
と
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
政
府
は
、

国
内
外
の
世
論
に
真
摯
に

向
き
合
う
べ
き
で
す
。

廃
炉
と
汚
染
水
の
安
全

は
両
立
で
き
る

菅
内
閣
は
、
事
故
原
発
廃

炉
の
目
途
を
一
切
示
し
て

い
ま
せ
ん
。
東
京
電
力
は
、

燃
料
デ
ブ
リ
の
一
時
保
管

場
所
な
ど
の
建
設
の
た
め

に
タ
ン
ク
の
増
設
は
困
難

で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、

敷
地
内
に
は
ス
ペ
ー
ス
が

あ
り
、
地
上
保
管
タ
ン
ク
を

増
設
し
て
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

水
の
保
管
を
継
続
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。

三
陸
の
海
を
擁
す
る
岩
手

県
民
の
声

Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海

洋
放
出
反
対
の
声
は
、
す
で

に
岩
手
県
市
長
会
及
び
東

北
市
長
会
で
も
特
別
決
議

を
採
択
し
て
政
府
に
求
め

て
い
ま
す
。
つ
い
て
は
、
貴

県
議
会
に
お
い
て
下
記
の

事
項
に
つ
い
て
採
択
し
て

く
だ
さ
る
よ
う
請
願
い
た

し
ま
す
。記

東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
に
お
け
る
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放

出
基
本
方
針
を
撤
回
し
、
海

洋
放
出
に
頼
ら
な
い
安
全

な
処
理･

保
管
方
法
を
国
の

責
任
で
確
立
す
る
よ
う
、
国

及
び
関
係
機
関
に
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
。

二
〇
二
一
年
六
月
二
八
日

請
願
二
〇
団
体

◇
「
東
日
本
大
震
災
津
波
救

援
・
復
興
岩
手
県
民
会
議
◇

平
和
環
境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー

◇
原
発
か
ら
早
期
撤
退
を
求

め
る
岩
手
県
学
識
者
の
会
◇

岩
手
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
◇
盛
岡
医
療
生
活
協
同
組

合
◇
岩
手
県
消
費
者
団
体
連

絡
協
議
会
◇
岩
手
県
自
治
体

労
働
組
合
総
連
合
◇
新
日
本

婦
人
の
会
岩
手
県
本
部
◇
岩

手
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会

◇
日
本
中
国
友
好
協
会
岩
手

県
連
合
会
◇
い
わ
て
食
・
農
・

地
域
を
守
る
県
民
運
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
◇
岩
手
県
母
親
大

会
連
絡
会
◇
岩
手
県
商
工
団

体
連
合
会
◇
岩
手
県
学
校
生

活
協
同
組
合
◇
Ⅰ
女
性
会
議

岩
手
県
本
部
◇
脱
原
発

・

一
一
昼
デ
モ
◇
矢
巾
九
条
の

会
◇
平
和
憲
法

・
９
条
を

守
る
都
南
の
会
◇
三
陸
の
海

を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の

会
◇
岩
手
県
反
核
医
師
歯
科

医
師
の
会

岩
手
三
陸
連
携
会
議
が

緊
急
要
望
書

東
電
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

の
海
洋
放
出
に
つ
い
て

（
要
旨
）

三
陸
沿
岸
の
漁
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
海
洋
環
境
の
変
化
、

海
水
温
上
昇
な
ど
に
よ
る
漁

場
の
変
化
、
及
び
担
い
手
不

足
な
ど
に
よ
り
非
常
に
厳
し

い
中
に
あ
り
、
海
洋
放
出
を

行
っ
た
場
合
、
水
産
業
へ
風

評
被
害
が
生
じ
地
域
産
業
を

支
え
る
水
産
業
の
持
続
発
展

へ
の
影
響
は
甚
大
で
す
。

次
の
よ
う
に
要
望
し
ま
す
。

１
処
理
水
の
放
出
に
よ
ら
な

い
処
理
・
管
理
方
法

２
、
国
民
へ
の
丁
寧
な
説
明

と
風
評
被
害
対
策
・
財
政
支
援

永
続
的
漁
業
資
源
保
護
、
管
理
、

漁
業
水
産
加
工
へ
の
経
営
安
定

化
施
策

（
沿
岸
市
町
村
長
の
会

要
請
連
名
首
長
一
三
人
）

岩
手
県
内
市
町
村
議
会

各
地
で
請
願
続
く

◎
久
慈
市
議
会

本
会
議

採
択
六
月
二
五
日

請
願
書
（
要
旨
）

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
に
お
け
る
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
決
定

を
撤
回
し
、
安
全
な
処
理
・

保
管
方
法
を
確
立
す
る
よ
う
、

国
に
対
し
て
意
見
書
の
提
出

を
お
顛
い
致
し
ま
す
。

令
和
三
年
六
月
七
日

二
団
体
共
同
請
願

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会

（
共
同
代
表

横
田
有
平
）

岩
手
県
消
費
者
団
体
連
絡

協
議
会
（
会
長

川
村
元
）

□
現
在
ま
で
に
請
願
・
意
見
書

採
択
の

市
町
村
議
会

〇
田
野
畑
村
議
会
〇
岩
泉
町
議

会
〇
宮
古
市
議
会
〇
陸
前
高
田

市
議
会
〇
奥
州
市
議
会
〇
一
関

市
議
会
〇
久
慈
市
議
会

３．１１以来

の盛岡金曜デモ

は７月１６日で

２５０回目にな

りました。次回

は８月６日１８

時３０分県庁前

小公園出発。
映像（原発耕論） | 原子力市民委員会

(ccnejapan.com)

こ
の
ご
ろ
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」
に
馴

れ
て
き
て
、
Ｕ
チ
ュ
ー
ブ
動
画
で
、
原

発
関
係
の
講
演
会
な
ど
を
い
ろ
い
ろ

見
て
い
る
。

原
子
力
市
民
委
員
会
の

第
一
五
回
「
原
発
耕
論
」
が
面
白
い
。

『
原
発
事
故
汚
染
水
の
海
洋
放
出
は

無
責
任
の
極
み
』
と
い
う
デ
ー
マ
で
あ

る
。
◆
「
ト
リ
チ
ウ
ム
は
水
で
薄
め
て

流
し
て
安
全
」
と
い
う
主
張
は
、
ト
リ

チ
ウ
ム
が
海
草
や
魚
の
食
物
連
鎖
に

よ
り
「
有
機
結
合
ト
リ
チ
ウ
ム
」
と
な

っ
て
人
間
の
体
の
内
部
に
取
り
込
ま

れ
て
行
く
こ
と
を
無
視
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
有
機
ト
リ
チ
ウ
ム
を
蓄
積
し

た
魚
を
食
べ
、
肝
臓
の
細
胞
に
ト
リ
チ

ウ
ム
が
固
着
す
れ
ば
、
そ
の
周
辺
を
ベ

ー
タ
線
が
照
射
し
細
胞
内
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

を
複
雑
に
傷
つ
け
る
。
そ
ん
な
顕
微

鏡
写
真
で
の
解
説
が
見
ら
れ
る
。
◆

カ
ナ
ダ
の
ピ
ッ
カ
リ
ン
グ
原
発
周
辺

で
は
死
産
、
先
天
性
異
常
、
新
生
児

死
亡
、
ダ
ウ
ン
症
が
、
イ
ギ
リ
ス
セ

ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
再
処
理
工
場
周
辺
で

は
若
者
に
白
血
病
や
ガ
ン
の
増
加
が

見
ら
れ
る
と
い
う
。
◆
こ
の
動
画
で

注
目
さ
れ
る
の
は
「
福
島
事
故
原
発

の
デ
ブ
リ
の
崩
壊
熱
が
事
故
一
年
後

に
比
べ
約
一
〇
分
の
一
く
ら
い
に
下

が
っ
て
き
た
」
と
い
う
情
報
で
あ
る
。

も
し
そ
う
な
ら
ば
、
デ
ブ
リ
に
直
接

水
を
掛
け
る
現
在
の
や
り
方
は
や

め
、
「
空
冷
」
の
方
法
も
可
能
に
な

る
と
い
う
。
汚
染
水
が
タ
ン
ク
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
か
ら
、
海
に
捨
て
て

し
ま
え
と
い
う
乱
暴
な
方
針
は
「
汚

染
水
を
作
ら
な
い
」
と
い
う
視
点
か

ら
も
、
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
（
尚
）
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